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(PubMed:7521911, PubMed:8123008, PubMed:20477940, PubMed:26690923, PubMed:28032905, PubMed:28424515)
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HHENXIRE L THEEES % (PubMed:20477940) . 7= /BEE L BRBEL W C()T7 T v 7 R&ENT S, ChizkY, 7N
¥ VB E Na(+)HEi%Ic L2 ABRHOEBA BB SN ET (PubMed:20477940) , MHShi=S L% 2 VB E Y 7 ABEA D
BEOMNRET BREGE->THY., ChETLE I VEROY T RBIEREEESE D ETRAIRTYT (B L) .

AP E

T — 4%
—— RM5274 % 1:1000 TR L TV RBABAHIHME Y 2 24~ 7Oy MFLELE,

kDa
250 -
150 -

100 -
75-

50 -

37-

25-

20-

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



	
	製品名: EAAT1 (14Y4) ウサギモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMRe10263
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	EAAT1は、反応性アストロサイトおよび活性化ミクログリアがEAAT2ではなくEAAT1を発現することから、虚血後に神経保護作用を示す可能性がある。ナトリウム依存性の高親和性アミノ酸トランスポーターであり、L-グルタミン酸、L-アスパラギン酸、およびD-アスパラギン酸の取り込みを媒介する（PubMed:7521911、PubMed:8123008、PubMed:20477940、PubMed:26690923、PubMed:28032905、PubMed:28424515）。1つのアミノ酸分子を2つまたは3つのNa(+)イオンおよび1つのプロトンと共に輸送し、同時に1つのK(+)イオンを対向輸送する共輸送体として機能する（PubMed:20477940）。アミノ酸輸送とは関連しないCl(-)フラックスを媒介する。これにより、アスパラギン酸とNa(+)共輸送による負電荷の蓄積が回避されます（PubMed:20477940）。放出されたグルタミン酸をシナプス間隙から速やかに除去する役割も担っており、これはグルタミン酸のシナプス後作用を終結させる上で不可欠です（類似性による）。
	研究分野
	-
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	RM5274 を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

